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佐鳴湖でのミシシッピアカミミガメ駆除と，ニホンイ

シガメとクサガメの交雑調査

浜松市の昆虫食倶楽部は，2017年より浜名湖

東側にある汽水湖「佐鳴湖」流域でミシシッピアカ

ミミガメの駆除と淡水ガメの捕獲生息調査を行なっ

てきました．佐鳴湖は長さ２km，幅600mほどの湖

ですが，これまで，1200個体以上のミシシッピアカ

ミミガメを駆除し，かつては湖面にたくさん確認で

きたカメの頭はずいぶん少なくなりました．クサガ

メ，ニホンイシガメ，スッポンも捕獲し，ハナガメも３

個体駆除することができました．活動をするうちに

淡水ガメ情報交換会を通じてクサガメ問題を知り

ました．かつては捕獲したクサガメ，ニホンイシガメ，

スッポンは戻していましたが，2019年以降はクサ

ガメをフィールドに戻すことをやめました．しかし，

浜松市でのクサガメの扱いが決まっておらず，地

元の同意も得ていなかったこともあり，昆虫食倶

楽部が軽々に殺処分することがはばかられました．

そこで，個人宅で生体保存を継続していますがそ

ろそろ限界に来ていることから，管理できる安住の

地を模索し，佐鳴湖近くのマンションの調整池，佐

鳴湖公園ビオトープ，浜松市動物園の調整池など

の使用を折衝しましたが不調に終わっています．

今のところ，行政は駆除とも保護（管理飼育）とも

方針を明示していません．

クサガメの最大の問題は，交雑によるニホンイ

シガメの遺伝子撹乱です．したがってニホンイシガ

メを保護するためには生息域からクサガメを排除

する必要があります．これまでの昆虫食倶楽部の

活動の中でも，ニホンイシガメともクサガメとも雰

囲気が違う個体がいくつか捕獲されていました．そ

こで，2022年に外見が典型的なクサガメ，ニホン

イシガメとともに，交雑個体と思われるものの遺伝

子解析を行いました．Suzuki et al. (2014)に準じ，

核遺伝子C-mosと，チトクローム遺伝子cyt-bの

解析を行い，C-mosがニホンイシガメ型，cyt-bが

クサガメ型のもの４個体を見出し，佐鳴湖流域でも

交雑が起こっていることがわかりました．ただし，

まだ解析の高い精度が担保できていないので暫

定的な結果です．そのほかにも，外見が交雑個体，

C-mos，cyt-bがともにニホンイシガメ型のものが

複数いましたので，F1とニホンイシガメの間に生ま
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れた個体，あるいはその子孫である可能性があり

ます．

昆虫食倶楽部では，佐鳴湖での淡水ガメの生息

調査と侵略的外来種の駆除を2023年も継続しま

す．捕獲のたびに餌わな数と同程度の20個体くら

いが捕獲されますので，しばらくは継続する必要

があると考えています．淡水ガメの活動は，昆虫

食倶楽部で並行して進めている中高生向け生物

多様性連続有料講座：「ガチ！生物多様性塾」，

生物をとって料理して食べる体験講座：「とって食

べる」とも連動させています．

湖西市新居関所 史料館のニホンイシガメ細工品

新居関所史料館で見かけたニホンイシガメの火

薬入が気になっていました．また，二階には，たば

こ入れも．写真撮影が禁止とのことだったので，湖

西市に申請して撮影許可をいただき撮った写真を

絵葉書仕立てにして，神戸での淡水ガメ情報交換

会で配布しました．皆さん，浜松周辺にお越しの際

には新居関所に足を伸ばしてみてはどうでしょう

か．

アライグマばかりではない，カメの敵

昆虫食倶楽部ではクサガメを生体保存していま

すが，私の自宅で飼っているカメがいなくなること

がときどきありました．去年は幼体のみの被害で，

網もフタもしていない水槽の中にいたはずのクサ

ガメ，ニホンイシガメ，ミシシッピアカミミガメの幼体

が消え，水槽の外にミシシッピアカミミガメの甲羅

だけ一つが落ちていました．トレイルカメラを仕掛

けたところ，味をしめて再びやってきたと思われる

ハシブトガラスが写り，成体もやられました．

それ以後，幼体の水槽には網をかけるようにし

て被害はなくなりました．ところが，今年になって，

３歳以上のクサガメを入れてあったスイレン鉢から

３個体が消え，容器に網をかけ再びトレイルカメラ

を仕掛けましたが，犯人は写りませんでした．しば

図1. ニホンイシガメ細工品（新居関所所蔵） 図2. クサガメ成体を襲うハシブトガラス
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らくして，今度はプラスチックのタライに入れてあっ

た成体のクサガメが忽然と消えました．仕掛けて

あったトレイルカメラが捉えていたのはハシブトガ

ラス．犯行時刻は11:30頃の白昼．水槽からクサ

ガメを出したところは写っていなかったので，水槽

の中で犯行に及んだのか持ち出してから襲ったの

かわかりませんが，写真ではすでに首とおぼしき

部分は骨になっていて，ハシブトガラスの攻撃力

の高さがうかがえます．その後，持ち去ったのが

ハシブトガラスなのかネコなのかはわかりません

がクサガメの体はどこかに消えました．カメは甲羅

があって一定の防御力があるようですが，哺乳類

や鳥類に襲われれば逃げるチャンスがあまりない

弱い存在であることがあらためてわかりました．す

ぐに水中深く逃げられる場所でないと生き延びる

チャンスは小さいようです．ニホンイシガメに対す

るアライグマの被害が各地から報告されています

が，そればかりではありません．皆さんも，飼育さ

れているカメが襲われないようにお気をつけくださ

い．
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はじめに

現 在 ， 日 本 本 州 に は ク サ ガ メMauremys

reevesii，ニホンイシガメMauremys japonica（以

下 イ シ ガ メ ） ， ニ ホ ン ス ッ ポ ン Pelodiscus

japonicus（以下スッポン）の３種の在来ガメが生

息していることが知られている．近年では外来種と

して北アメリカ大陸から日本に移入してきたミシ

シッピアカミミガメTrachemys scripta elegans

（以下アカミミガメ）が生息するようになった（亀崎，

2015）．原因として，ペットとして飼育していた個体

の放逐がある（亀崎，2015）．また，放逐されたア

カミミガメは繁殖能力や環境適応能力の高さによ

生き残り，日本各地で生息が確認されるほど個体

数を増やし，在来ガメとの競合や在来生物の大量

捕食など日本の生態系バランスを乱している(環

境省，2021)．

クサガメも江戸時代頃に朝鮮半島や中国から

渡ってきた種であることが明らかになった（Suzuki

et al., 2011）．その後，外来種として扱われること

もあるが，ここでは在来種として扱う．

アカミミガメは都市公園の池でも確認されている．

例えば，長野県長野市の住宅街に隣接する善光

寺には，カメが生息する池がある．ここでは放逐に

よってカメが増えており，アカミミガメ，クサガメ，イ
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